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１．評価体系、評価手法の充実 

○政策体系に対応した効果的・効率的な評価手法 

・プログラム評価の拡大 

・ピアパネル(基礎研究)とエキスパートパネル(学際的領域やミッション型プロジェク 

ト)の区分 

・政策体系の各階層及び研究フェーズに応じた整合性のとれた評価基準の設定 等 

○イノベーション創出に対応した評価指標 

○評価の質を高めるための指標 

・アウトカム指標、ハイリスク研究に対応した評価指標等多様な評価の視点 

・評価指標としてポスドクの育成・キャリア支援、アウトリーチ活動を考慮 等 

○応用・開発研究についてはユーザーが主体となった評価の仕組み 

 

２．評価結果の反映 

○評価結果を次の行動に生かす仕組み 

・評価結果の活用方法と活用に当たっての責任主体の明確化 

・評価結果反映の自己検証 

・活用された実績の評価者への報告 等 

○評価結果の相互活用システムの構築 

 

３．研究成果の進展や社会等への還元状況の把握 

○追跡評価のあり方 

○追跡調査の取組み 

 

４．研究開発マネージメントの改善 

○プログラムの概念の明確化と施策のプログラム化 

○政策体系の各階層及び研究フェーズに応じたマネージメントの在り方 

・プロジェクトマネージメントにおける責任と権限(推進主体及び実施主体間の責任と 

 権限)の明確化 

・計画段階における研究成果の活用と出口戦略の明確化 

・計画の見直し等軌道修正への対応(プロセス・権限の明確化) 等 

 

５．評価体制の充実 

○評価運営体制の充実及び評価人材の養成・確保 

○評価人材のキャリアパスの形成 

○共通インフラデータの整備 
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